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背景と目的

研究方法

本研究は、「1, データセット構築」 「2, 機械学習モデル訓練」 「3, Webサイトの開発」の3フェーズで実施した。

図表挿入（研究方法）

結果と考察_

図表挿入（結果と考察）

結論

本研究では、ホタルイカの身投げ量を予測するため、過去の時系列データに基づきLightGBMを用いた機械学習モデルを構築した。特徴量エンジニアリング（sin/cos変換、ラグ特徴
量）を適用し、時系列交差検証によるチューニングを行った結果、テストデータにおいて決定係数 R² = 0.7008 という一定の予測精度を達成した。
さらに、この予測モデルを組み込んだFastAPIによる予測APIと、Next.js（フロントエンド）およびGo（バックエンド）を用いたWebアプリケーションを開発した。Goバックエンドでのキャッ
シュ機構やCloud Schedulerによる定時更新を導入することで、外部APIへの負荷を抑えつつ高速なレスポンスを実現する実用的なシステムを構築した。

図表挿入（結論）

今後の予定
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•予測精度の向上: 海岸ごとの位置情報を特徴量として加え、より空間解像度の高い局所的な予測モデルを構築する。また、より高精度な気象・海象データを導入する。
•Webサイトの機能拡充: オフシーズンでもユーザーが訪れる価値のあるコンテンツ（例：過去の身投げデータの統計・可視化ページなど）を追加し、サイトの継続的な利用を促進す
る。
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